
 

 

様式４ 

変更理由書 
 

（発注担当課：道路河川課） 

 

１ 工 事 名 ：R6 上尾駅西口ペデストリアンデッキ修繕工事 

 

２ 工事場所 ：上尾市谷津二丁目地内 

 

３ 業  種 ：塗装工事業 

 

４ 変更契約内容 

 変 更 前 変 更 後 

工 期 
令和 ６年１０月１６日から 

令和 ７年１０月３１日まで 

令和‐‐年‐‐月‐‐日から 

令和‐‐年‐‐月‐‐日まで 

契約金額 

（税込） 
１４６，６３０，０００ 円 １４８，１３４，８００ 円 

業務概要 

橋梁塗装工      852㎡ 

表面被覆工      69㎡ 

防水工（３種ケレン） 797㎡ 

基層工        45㎥ 

表層工        647㎡ 

点字ブロック工    45㎡ 

ノンスリップタイル工 104㎡ 

橋梁塗装工      858㎡ 

表面被覆工      90㎡ 

防水工（２種ケレン） 793㎡ 

基層工        46㎥ 

表層工        617㎡ 

点字ブロック工    48㎡ 

ノンスリップタイル工 97㎡ 

 

５ 変更理由 

 

・橋梁塗装工は、当初の計画数量と実測数量で差異が生じたため、数量（増額）変更を行

う。なお、P3 橋脚部の支承３基は点検口からの作業が不可能であることから減とし、P8 橋

脚は板厚減少を伴う腐食が生じており、別途調査後に対策することから、塗装塗替えは下

塗りまでとし、数量（減額）変更を行う。 

・表面被覆工は、当初の計画数量と実測数量で差異が生じたため、数量（増額）変更を行

う。また、新規で下地調整が追加工事となったため、数量（増額）変更を行う。 

・防水工は、当初の計画数量と実測数量で差異が生じたため、数量（減額）変更を行う。ま

た、下地の状態を鑑みて下地調整３種ケレン → ２種ケレンに変更工事としたため、増額

変更を行う。 

・基層工は、当初の計画数量と実測数量で差異が生じたため、数量（減額）変更を行う。ま

た、基層材料モルタル練は施工性を考慮し、コンクリート 18-8-25（20）高としたため、減

額変更を行う。 

・表層工は、当初の計画数量と実測数量で差異が生じたため、数量（減額）変更を行う。 

・点字ブロック工は、当初の計画数量と実測数量で差異が生じたため、数量（増額）変更を

行う。 

・ノンスリップタイル工は、当初の計画数量と実測数量で差異が生じたため、数量（減額）

変更を行う。 


